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＜10-12 月期、民間最終消費支出は加速し、民間企業設備は拡大に＞ 

 
先週(1/13-1/17)更新されたデータは、12 月の消費動向調査、景気ウォッチャー調査、国内企業物価指数、輸出入

物価指数、11 月の第 3 次産業活動指数、毎月勤労統計(確報値)、消費総合指数、情報サービス業売上高、民間機械

受注、建設総合統計及び国際収支状況である。これらのデータは民間最終消費支出、民間企業設備、政府最終消費

支出、公的固定資本形成、純輸出及び主要デフレータの予測に影響を与える。 
11 月の消費総合指数は前月比+0.8%上昇し、2 ヵ月ぶりのプラス。結果、10-11 月平均は 7-9 月平均比+0.7%高い

水準となっており、10-12 月期の民間最終消費支出は好調が予想される。11 月の民間コア機械受注は前月比+9.3%
増加し 2 ヵ月連続のプラス。結果、受注額はリーマンショック前以来の水準となった。10-12 月期、民間最終消費

支出は加速し、民間企業設備は拡大にむかう。 
12 月の景気ウォッチャー現状判断 DI は、駆け込み需要が本格化し 2 ヵ月連続の改善。一方、先行き判断 DI は、

4 ヵ月ぶりの悪化。増税後の不安が指標に表れたようである。12 月の消費動向調査によれば、消費者態度指数は前

月から 1.2 ポイント低下した。2 ヵ月ぶりの悪化。景気ウォッチャー先行き判断 DI と同様、増税後の反動を懸念す

る結果といえよう。 
今週(1/20)の超短期モデル(支出サイド)は、10-12 月期の実質 GDP 成長率を前期比年率+3.0%と予測する。民間最

終消費支出の予測が上方修正されたため、先週の予測値(+2.4%)から上昇した。支出サイド、生産サイドいずれの予

測も再び上方トレンドを示している。 

CQM 予測の動態：実質 GDP 成長率 
2013 年 10-12 月期 (%，前期比年率換算)  
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▶先週更新されたデータは、民間最終

消費支出、民間企業設備、政府最終

消費支出、公的固定資本形成、純輸

出及び主要デフレータの予測に影響

を与える。 
▶11 月の消費総合指数は前月比

+0.8%上昇し、2 ヵ月ぶりのプラス。

結果、10-11 月平均は 7-9 月平均比

+0.7%高い水準となっており、10-12
月期の民間最終消費支出は好調が予

想される。 
▶11 月の民間コア機械受注は前月比

+9.3%増加し 2 ヵ月連続のプラスと

なった。結果、受注額はリーマン

ショック前以来の水準を記録した。 
▶今週(1/20)の超短期モデル(支出サ

イド)は、10-12 月期の実質 GDP 成

長率を前期比年率+3.0%と予測す

る。民間最終消費支出の予測が上方

修正されたため、先週の予測値

(+2.4%)から上昇した。支出サイド、

生産サイドいずれの予測も再び上方

トレンドを示している 
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